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旦
御
成
ピ
檜
重
―
引
消
尽
す
る
将
軍

五
代
将
軍

・
綱
吉
が
好
ん
だ

″贈
答
文
化
″
は
、

幕
府
財
政
を
破
綻
の
危
機
に
ま
で
追
い
込
ん
だ
が
…
…

や
ま

う

ち

ま

さ

ゆ

き

山
内
昌
之

武
蔵
野
大
学
特
任
教
授
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「私
が
自
分
の
部
屋

へ
つ
い
た
と
き
、
贈
品
が
は
こ
び
こ
ま
れ

た
。
そ
れ
を
開
く
と
、
砂
糖
や
、
米
粉
や
、
果
物
や
、
胡
桃
な
ど

で
つ
く
っ
た
日
本
の
菓
子
が
、
四
段
に
入
っ
て
い
る
の
が
見
ら
れ

た
。
そ
れ
ら
は
、
ど
の
段
に
も
美
し
く
な
ら
べ
ら
れ
、
形
、
色

合
、
飾
り
つ
け
な
ど
が
、
ひ
じ
ょ
う
に
綺
れ
い
で
あ
っ
た
。
そ
の

重
量
は
七
十
ポ
ン
ド
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
合
衆
国
に
送
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
、
大
い
に
残
念
に
思
う
。
そ
れ
ら
は
、

長
い
航
海
の
間
に
悪
く
な
る
だ
ろ
う
か
ら
」

こ
の
贈
品
と
は
檜
重
と
い
う
四
重
物

一
組
の
こ
と
だ
。
幕
末
、

ア
メ
リ
カ
の
初
代
総
領
事
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト

・
ハ
リ
ス
の
追
憶
で
あ

る
。
七
十
ポ
ン
ド
は
お
よ
そ
三
十
二
キ
ロ
弱
に
当
た
る
の
で
数
字

の
誤
り
か
も
し
れ
な
い

（坂
田
精

一
訳

『
日
本
滞
在
記
』
下
）。
縦

一
尺
五
寸

（四
十
五
セ
ン
チ
）、
横

一
尺
三
寸

（二
十
九
セ
ン
チ
）

も
あ
る
四
重
物
が
檜
台
に
載
せ
ら
れ
、
真
田
打
紐
で
結
ば
れ
た
優

美
な
外
見
と
中
味
は
ハ
リ
ス
の
目
を
そ
ば
だ
て
る
に
十
分
で
あ
っ

た
。
し
か
も
、
そ
の
代
金
は
六
十
五
両
に
も
な
る
。　
一
両
で
米
が

六
斗

（
一
俵
半
）
も
買
え
た
時
代
な
の
だ
。
ず
い
ぶ
ん
と
高
値
距

あ
ろ
う
。
幕
府
御
菜
子
御
用
の
本
丸
表
用
違
を
務
め
た
大
久
保
主

水
と
宇
都
宮
内
匠
の
気
合
が
入
っ
た
菓
子
を
虎
屋
が
復
元
し
た
写

綱
士
ロ

と
ハ

リ
ス
の

檜
重
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将軍の世紀

真
が
あ
る
。
千
某
子
と
蒸
菓
子
を
眺
め
る
だ
け
で
も
日
本
の
菓
子

製
造
技
術
の
高
い
芸
術
性
を
見
る
思
い
が
す
る
。　
一
段
目
は
千
葉

子
の

「若
菜
糖
、
翁
草
、
玉
花
香
、
龍
秩
評
鞘
、
鵬
墟
割
り
里
」
、

輸

〓
目
「
髄

揺

ピ

輛

謂

　

齢

随
催
謀

茶
巾
餅
」
、
四
段
日
は
や
は
り
蒸
菓
子
で

「難
波
杢
目
羹
、
唐
韻

頭
」
と
な
る

（虎
屋
文
庫
編
著

『和
菓
子
を
愛
し
た
人
た
ち
し
。

贅
沢
な
檜
重
が
毎
日
の
よ
う
に
儀
礼
と
贈
答
、
猷
上
と
下
賜
が

繰
り
返
さ
れ
た
時
期
こ
そ
、
五
代
将
軍
綱
吉
の
時
代
で
あ
る
。
宇

み
だ
い
ど
こ
ろ

都
官
は
裏
方

（大
奥
）
の
御
用
も
務
め
、
御
台
所
の
寛
永
寺
や
増

上
寺
御
成
の
際
に
下
さ
れ
た
鰻
頭
は
五
万
佃
に
上

っ
た

（「御
菓

子
御
用
」
『徳
川

「大
奥
」
事
典
』。
中
山
圭
子

『
江
戸
時
代
の
輸
壊

子
デ
ザ
イ
ン
し
。
六
月
十
六
日
に
菓
子
を
食
べ
て
厄
を
払
う
嘉
定

（嘉
祥
）
の
儀
式
は
、
徳
川
の
世
が
斜
陽
に
拘
か
う
天
保
四
年

全

八
三
二
）
で
さ
え
豪
儀
で
あ
り
、
将
軍
は
大
広
間
中
段
に
着
座

し
て
国
主
大
名
に
手
ず
か
ら
菓
子
を
渡
し
た
。
菓
子
は
大
広
間
二

之
間
と
三
之
間
に
燭
台
六
本
と
不
寝
番
を
付
け
て
並
べ
ら
れ
た
。

盛
韓
硼
症
ｐ
嘲
膳．
・ 百
勧
舛
麻
酬
卜
捌
卿
Ⅵ
綿
麒
計
【
鮮

・ 羊
藁
前
劇

膳

・
惣
数
千
四
十
〔
阿
古
屋
十
二
盛

・
三
百
八
膳

・
惣
数
二
千
四

百
九
十
六
、
金
飩
十
五
盛

・
二
百
八
膳

・
惣
数
三
十
百
二
十
、
寄

水
二
十
盛

・
三
百
八
膳

・
惣
数
六
千
二
百
四
十
、
平
数
五
ツ
盛

・

百
九
十
四
膳

。
惣
数
九
百
七
十
、
焚
斗
二
十
五
筋
盛

・
百
九
十
六

腿以．凱硼翔雷励相劇ば叫Жだ鮎河匝騨封経湖
Ｄ韓卿にヮ

前
日
か
ら
大
広
間
に
置
か
れ
た
光
景
は
、
綱
吉
の
時
代
で
は
さ
ぞ

見
栄
え
が
し
た
に
違
い
な
い

（『徳
川
礼
典
録
』
上
巻
）。
ち
な
み

に
、
鶉
焼
は
真
ん
中
を
ふ
く
ら
ま
せ
餡
を
包
ん
だ
餅
を
鍋
で
焼
い

た
菓
子
、
阿
古
屋
は
拳
型
貝
状
の
餅
に
餡
を
つ
け
た
蒸
菓
子
、
寄

水
は
蒸
し
て
掲
い
た
餅
を
細
い
棒
状
に
し
て
二
本
縄
の
よ
う
に
経

り
合
わ
せ
た
菓
子
で
あ
る

（『近
世
菓
子
製
法
書
集
成
』
１
・
２
）。

綱
吉
の

「将
軍
側
近
」
い
わ
ゆ
る
側
用
人
を
務
め
た
柳
沢
吉
保

の
公
用
日
記

『楽
只
堂
年
録
』
は
、
檜
重
を
数
え
切
れ
ぬ
ほ
ど
下

賜
さ
れ
た
こ
と
を
記
録
に
留
め
て
い
る
。
吉
保
に
賜
っ
た
檜
重
の

多
さ
は
綱
吉
の
贅
沢
と
濫
費
を
し
の
ば
せ
る
も
の
だ
。
小
納
戸
役

だ
っ
た
吉
保
は
、
元
禄
元
年

（
三
ハ
八
八
）
十

一
月
十
二
日
に
一

万
石
を
加
増
さ
れ
大
名
の
列
に
加
わ
り
、
将
軍
側
近
と
な
っ
た

後
卜
ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
城
で
宿
直
し
て
い
た
。
そ
れ
を
嘉

し
て
頻
繁
に

「御
菓
子
」
を
拝
領
し
、
格
別
に
檜
重
を
拝
領
す
る

機
会
も
次
第
に
増
え
て
い
く
。
三
年
二
月

一
日
に
な
る
と
、
自
ら

も
檜
重

一
組

・
鮮
鯛

一
折
を
献
上
す
る

一
方
、
将
軍
か
ら
同
日
に

檜
重

一
組
を
拝
領
す
る
。
将
軍
実
母

・
桂
昌
院
や
側
室
お
伝
か
ら

も
檜
重
を
拝
領
し
、
そ
れ
を
他
人
に
も
裾
分
け
し
て
い
た
。
綱
吉

こ
そ
、
権
力
者
は
物
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
権
力
を
示
し
、
そ
れ
ら


